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今
年
は
四
期
目
の
最
終
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　

多
く
の
皆
様
に
ご
支
援
い
た
だ
き
道
議
会
へ
送
り
出
し
て

い
た
だ
き
十
五
年
が
た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
立
憲
民
主
党
道
連
幹
事
長
を
引
き
続
き
二
年
間
務

め
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

地
元
に
戻
る
時
間
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
か
ら
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
一
次

産
業
の
振
興
、
地
域
福
祉
の
充
実
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
め
ざ
し
、「
さ

さ
え
あ
い　

安
心　

明
る
い　

北
海
道
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
、
道
南
は
観
光
や
一
次
産
業
が
元
気
に
な
り
、
地
域
が
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

　

引
き
続
き
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

謹
賀
新
年
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泊
発
電
所
３
号
機
再
稼
働
に
同
意
へ

　

12
月
12
日
㈮
第
４
回
定
例
道
議
会
が
閉
会

し
ま
し
た
。

　

私
は
予
算
特
別
委
員
会
第
１
分
科
会
の
総

合
政
策
部
へ
道
総
研
へ
の
委
託
料
、
人
口
減

少
下
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

　

知
事
総
括
質
疑
に
お
い
て
、
鈴
木
直
道
知

事
は
他
会
派
議
員
の
冒
頭
の
質
問
へ
の
答
弁

に
お
い
て
、
北
海
道
電
力
泊
発
電
所
３
号
機

の
再
稼
働
に
つ
い
て
地
元
同
意
を
正
式
表
明

し
ま
し
た
。

　

予
算
特
別
委
員
会
知
事
総
括
質
疑
終
了
直

後
に
、
立
憲
民
主
党
道
連
、
民
主
・
道
民
連

合
議
員
会
合
同
で
鈴
木
知
事
の
北
海
道
電
力

泊
発
電
所
３
号
機
再
稼
働
へ
の
同
意
表
明
に

係
る
記
者
会
見
を
開
催
し
、
私
と
沖
田
清
志

会
長
が
対
応
し
ま
し
た
。

　
採
択
さ
れ
た
決
議
・
意
見
書

（
◎
は
政
審
・
会
派
発
議
、○
は
委
員
会
発
議
）

◎
教
育
課
程
の
過
密
化
の
適
正
化
を
求
め
る

意
見
書

◎
巨
大
災
害
発
生
に
対
す
る
対
応
体
制
整
備

を
求
め
る
意
見
書

◎
危
機
的
状
況
に
あ
る
自
治
体
病
院
の
存
続

に
向
け
た
財
政
支
援
を
求
め
る
意
見
書

◯
２
０
２
７
年
度
介
護
保
険
制
度
改
正
に
向

け
た
意
見
書

◯
私
立
専
修
学
校
等
に
お
け
る
専
門
職
業
人

材
の
育
成
機
能
の
強
化
等
を
求
め
る
意
見

書

第
４
回
定
例
会
報
告
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第
３
回
定
例
会
報
告

⑵

　

北
海
道
か
ら
は
環

境
生
活
部
長
、次
長
、

担
当
課
長
、
農
政
部

か
ら
は
食
の
安
全
・

み
ど
り
の
農
業
推
進

監
、
局
長
、
室
長
か

ら
各
々
の
対
策
と
対

応
状
況
等
の
説
明
と

意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

な
お
み
ち
カ
フ
ェ

　

8
月
26
日
㈫　

鈴
木
知
事
が
「
な
お
み

ち
カ
フ
ェ
」
で
八
雲
町
内
の
ワ
イ
ン
用
ブ

ド
ウ
畑
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

ワ
イ
ン
事
業
へ
の
支
援
は
行
政
の
役
割

と
八
雲
町
の
取
り
組
み
を
評
価
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

　

町
長
、
渡
島
総

合
振
興
局
長
は
じ

め
職
員
か
ら
八
雲

町
の
ワ
イ
ン
事
業

の
取
り
組
み
に
つ

い
て
説
明
し
、
圃

場
を
見
学
し
ま
し

た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

地
域
政
策
懇
談
会

　

9
月
4
日
㈭　

今
年
の
道
南
管
内

地
域
政
策
懇
談
会

は
代
表
は
じ
め
常

任
幹
事
会
が
市
町

を
訪
問
し
て
市
町

長
さ
ん
ら
と
意
見

交
換
す
る
方
法
を

⑵

熊
石
新
病
院
開
院
セ
レ
モ
ニ
ー

　

8
月
1
日
㈮　

八
雲
町
熊
石
地
域
で
熊

石
国
保
病
院
が
移
転
・
新
築
が
完
成
し
開

院
セ
レ
モ
ニ
ー
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

病
床
数
は
現
病
院

の
99
床
か
ら
30
床
に

減
ら
し
て
新
築
し
ま

し
た
。
20
床
を
回
復

期
に
あ
た
る
地
域
包

括
ケ
ア
病
床
と
し
て

運
用
し
、
回
復
期
医

療
を
提
供
し
ま
す
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

熊
石
根
崎
神
社

例
大
祭

　

8
月
14
日
㈭　

熊

石
地
域
根
崎
神
社
の

例
大
祭
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

例
年
13
日
か
ら
15

日
ま
で
の
お
盆
の
期
間
に
開
催
さ
れ
帰
省

中
の
親
戚
や
家
族
も
参
加
の
お
祭
り
で
す
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

戦
没
者
追
悼
式
と
咸
臨
丸
祭
り

　

8
月
15
日
㈮
は
八
雲
町
で
の
戦
没
者
追

悼
平
和
祈
念
式
に
出
席
、
そ
の
後
に
木
古

内
町
で
の
咸
臨
丸
祭
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

木
古
内
咸
臨

丸
祭
り
は
み
そ

ぎ
公
園
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

咸
臨
丸
を
テ
ー

マ
に
、
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
で
真

夏
の
木
古
内
を

盛
り
上
げ
ま

す
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

エ
ゾ
シ
カ
対
策
本
部
活
動

　

8
月
18
日
㈪
に
立
憲
民
主
党
北
海
道
の

エ
ゾ
シ
カ
対
策
本
部
と
北
海
道
と
の
意
見

交
換
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
さ
さ
だ
浩
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
た
ブ
ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
い
ま
す
。
さ
さ
だ
ブ
ロ
グ

は
日
々
の
活
動
状
況
を
笹
田
自
身
が
更
新
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
は
更
に

詳
細
な
活
動
報
告
を
し
て
い
ま
す
。「
い
い
ね
！
」
で
笹
田
へ
の
激
励
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
→　

https://sasada-hiroshi.com

 

さ
さ
だ
　

ブ
ロ
グ　
か
ら
・
・
・
・
・
・

　

10
月
3
日
㈮
道
議
会
が
閉
会
し
ま
し
た
。

　

第
3
回
定
例
会
は
9
月
9
日
に
開
会

し
、
令
和
7
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

案
、「
緊
急
銃
猟
制
度
な
ど
ヒ
グ
マ
対
策

の
さ
ら
な
る
推
進
を
求
め
る
意
見
書
」
な

ど
を
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。
代
表
質
問

に
は
沖
田
清
志
議
員
（
苫
小
牧
市
）
が
立

ち
、
知
事
の
政
治
姿
勢
、
違
法
開
発
行
為
、

防
災
・
減
災
、
医
療
・
福
祉
課
題
、
経
済

と
雇
用
対
策
、
観
光
政
策
、
泊
原
発
再
稼

働
、
地
方
交
通
・
物
流
政
策
、
ヒ
グ
マ
対

策
、
第
１
次
産
業
の
振
興
、
人
権
等
施
策
、

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
等
、
道
立
近
代

美
術
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
教
育
課
題
に

つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

　

開
会
日
の
9
日
、
議
場
コ
ン
サ
ー
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
採
択
さ
れ
た
決
議
・
意
見
書

（
◎
は
政
審
・
会
派
発
議
、
○
は
委
員
会

発
議
）

◎
緊
急
銃
猟
制
度
な
ど
ヒ
グ
マ
対
策
の
さ

ら
な
る
推
進
を
求
め
る
意
見
書

◯
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
（
理
学

療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
）

の
確
保
や
処
遇
改
善
を
求
め
る
意
見
書

◯
北
方
領
土
問
題
の
解
決
促
進
等
を
求
め

る
意
見
書
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試
験
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

一
堂
に
会
し
て
の
実
施
よ
り
も
多
く
の

課
題
を
議
題
に
懇
談
で
き
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

私
と
逢
坂
代
表
で
北
斗
市
、
木
古
内

町
、
知
内
町
、
福
島
町
を
訪
問
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

各
地
イ
ベ
ン
ト

　

9
月
21
日
㈰　

今
日
は
各
地
域
で
の
秋

の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
松
前
町
で
逢
坂
代
議
士
と
合
流
し

「
松
前
城
下
マ
グ
ロ
ま
つ
り
」
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
る
会
場
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

　

毎
年
同
日
開
催
が
恒
例
の
隣
町
福
島
町

に
移
動
し
て
の
「
福
島
フ
ー
ド
ス
タ
ジ
ア

ム
」
で
は
楽
し
み
に
し
て
い
る
千
軒
そ
ば

を
堪
能
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
引
き

続
き
の
森
町
砂
原
地
区
の
「
さ
わ
ら
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
」
は
あ

い
に
く
の
悪
天
候
で

屋
外
で
の
イ
ベ
ン
ト

は
中
止
と
な
り
、

公
民
館
で
の
歌
謡

シ
ョ
ー
だ
け
が
開
催

中
で
し
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

浦
臼
町
ジ
ビ
エ
処
理
加
工
セ
ン
タ
ー

　

9
月
25
日
㈭　

浦

臼
町
ジ
ビ
エ
処
理
加

工
セ
ン
タ
ー
と
減
量

化
施
設
の
視
察
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

施
設
概
要
と
運
営

状
況
に
つ
い
て
担
当

職
員
か
ら
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

誕
生
・
開
町
20
周
年

　

10
月
4
日
㈯
、
5
日
㈰
は
森
町
、
八
雲

町
と
そ
れ
ぞ
れ
誕
生
・
開
町
20
周
年
記
念

事
業
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
の
大
合

併
か
ら
20
年
の

月
日
が
経
過
し

ま
し
た
。
こ
の

20
年
間
を
両
町

の
記
念
式
典
で

振
り
返
り
、
そ

れ
ぞ
れ
次
に
繋

げ
て
い
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ

ん
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

道
議
会
ア
メ
リ
カ
派
遣

　

10
月
25
日
㈯　

22
日
か
ら
の
北
海
道
・

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
姉
妹
関
係
提
携
35
周

年
北
海
道
代
表
団
と
し
て
の
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
州
訪
問
派
遣
か
ら
帰
国
し
ま
し
た
。

　

明
治
の
時

代
、
北
海
道
開

拓
に
は
多
く
の

国
か
ら
専
門
家

が
北
海
道
に
招

か
れ
ま
し
た
。

　

札
幌
農
学
校

（
現
北
海
道
大

学
）
の
初
代
教

頭
ク
ラ
ー
ク
博

士
も
そ
の
一
人

で
す
。

　

福
島
町
・
吉
岡
村
合
併
７０
周
年
記
念
式
典

　

10
月
29
日
㈬　

福
島
町
と
吉
岡
村
の
合

併
70
周
年
記
念
式
典
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

合
併
後
ま
も
な
く
旧
吉
岡
村
で
始
ま
っ

た
青
函
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
残
土
は
福
島
町

の
海
岸
線
に
沿
っ
て

埋
め
立
て
ら
れ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。

　

当
時
は
工
事
関
係

者
で
溢
れ
か
え
る
ほ

ど
の
賑
わ
い
で
し

た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

森
町
食
キ
ン
グ
市

　

11
月
2
日
㈰　

今
年
最
後
に
な
る
森
町

食
キ
ン
グ
市
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

逢
坂
代
議
士
と
と

も
に
各
出
店
ブ
ー
ス

を
回
っ
て
た
く
さ
ん

の
う
ま
い
も
の
を
購

入
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

教
育
充
実
全
道
キ
ャ
ラ
バ
ン

　

11
月
11
日
㈫
・
12

日
㈬
の
2
日
間
、
渡

島
管
内
の
市
・
町
を

訪
問
し
首
長
さ
ん
、

教
育
長
さ
ん
に
「
教

職
員
の
長
時
間
労
働

を
是
正
し
、
子
ど
も

の
「
貧
困
」・「
教
育
格
差
」
解
消
な
ど
、

教
育
予
算
の
拡
大
を
求
め
る
と
と
も
に
、

憲
法
・
教
育
の
自
由
を
守
り
、
ゆ
た
か
な

教
育
の
実
現
を
め
ざ
す
要
請
書
」
を
持
参

し
て
訪
問
し
ま
し
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

緊
急
銃
猟
制
度

　

11
月
13
日
㈭　

八
雲
町
熊
石
地
域
ふ
れ

あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
で
ヒ
グ
マ
出
没
対
応

訓
練
等
研
修
会
が
開
催
さ
れ
出
席
し
ま
し

た
。

　

午
前
は
緊
急
銃
猟
制
度
に
つ
い
て
環
境

省
武
田
ク
マ
対
策
専
門
官
の
講
義
と
机
上

で
の
緊
急
銃
猟
の
検
討
を
、
午
後
は
屋
外

で
の
実
地
訓
練
で
の
安
全
確
保
と
緊
急
銃

猟
の
実
施
訓
練
を
視
察
し
ま
し
た
。
道
南

渡
島
、
桧
山
、

後
志
管
内
の
市

町
村
担
当
者
や

北
海
道
警
察
、

北
海
道
庁
な
ど

か
ら
約
50
名
が

参
加
し
ま
し

た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

会
派
中
央
要
請

　

12
月
19
日
㈮　

新

年
度
予
算
が
ほ
ぼ
確

定
し
た
と
こ
ろ
で
、

北
海
道
の
重
点
課
題

に
つ
い
て
提
言
す
る

た
め
、
各
省
庁
と
の

意
見
交
換
を
国
会
議

員
団
と
会
派
役
員
で

実
施
し
ま
し
た
。

⑶
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これまでの主な活動記録
8 月 1 日　熊石国民健康保険病院開院式典（八雲町）
8月 5日　農政委員会
	 　北海道森林・林業活性化促進議連定期総会（札幌市）
8月 6日　新幹線・総合交通体系対策特別委員会
	 　農政委員会門別競馬場随時調査
8月13日　八雲町万霊塔・アイヌ鎮魂碑・合葬墓慰霊祭（八雲町）
8月14日　熊石根崎神社例大祭（八雲町）
8月15日　きこない咸臨丸まつり（木古内町）
8月16日　第44回しかべ海と温泉のまつり（鹿部町）
8月18日　エゾシカ対策　北海道農政部・環境生活部との意

見交換会（札幌市）
8月21日　八雲町民ドック検診スタッフ歓迎会（八雲町）
8月25日　管内作況調査（七飯町、長万部町）
8月26日　なおみちカフェ (ワイン醸造用ぶどう圃場)（八雲町）
8月30日　日本郵政グループ労組函館北東支部大会（函館市）
9月 2日　農政委員会
	 　自治労道本部道議員団会議（札幌市）
9月 3日　食と観光調査特別委員会
9月 4日　政策懇談会（北斗市、木古内町、知内町、福島町）
	 　第 ２青函トンネル構想を実現する会総会（福島町）
9月 8日　前日委員会
9月 9日　第 ３回定例道議会開会（10月 ３ 日まで）
9月16日　核ゴミ学習会（札幌市）
9月19日　戦争をさせない北海道委員会総がかり行動（札幌市）
9月21日　さわらふるさとまつり（森町）
	 　松前城下マグロまつり開会式（松前町）
	 　福島フードスタジアム（福島町）
9月22日　会派勉強会「米政策」（札幌市）
9月23日　第79回シャクシャイン法要祭（新ひだか町）
9月25日　浦臼町ジビエ処理加工センター・減量化施設視察

（浦臼町）
9月27日　自治労北海道本部町村連絡会議定期総会（札幌市）
9月28日　第63回北海道障がい者スポーツ大会
	 　［車いすバスケットボール］（鹿部町）
	 陸上自衛隊第28普通科連隊創立63周年・函館駐屯

地開庁75周年記念式典（函館市）
10月 2 日　会派勉強会「原子力発電」（札幌市）
	 　会派定数プロジェクト（札幌市）

10月 3 日　道議会ダイバーシティ勉強会（札幌市）
10月 4 日　新町森町誕生20周年記念式典（森町）
10月 5 日　八雲町開町20年記念式典（八雲町）
10月21日　道議会代表団によるアメリカマサチューセッツ州

訪問（25日まで）
10月27日　第21回全国地方議員交流研修会（札幌市　28日まで）
10月29日　福島町・吉岡村町村合併70周年記念式典（福島町）
11月 2 日　楽市楽座森町食キング市（森町）
11月 5 日　農政委員会「新米試食会」
11月 6 日　食と観光調査特別委員会
	 　自治労道議団会議（札幌市）
11月10日　萬谷八雲町長道庁挨拶回り同行（札幌市）
11月11日　ゆたかな教育をもとめる全道キャラバン行動
　　　　　　（北斗市、木古内町、知内町、福島町、松前町）
11月12日　ゆたかな教育をもとめる全道キャラバン行動
　　　　　　（七飯町、鹿部町、森町、八雲町、長万部町）
11月13日　ヒグマ出没対応訓練等研修会（八雲町）
11月15日　地域調査（長万部町）
11月19日　補正予算会派説明
11月25日　前日委員会
11月26日　第 ４回定例道議会開会（12月12日まで）
11月29日　第 ９回八雲町福祉大会（八雲町）
11月30日　自治労北海道本部政治フォーラム定期総会（札幌市）
12月 2 日　会派勉強会「ＩＲ」（札幌市）
12月 3 日　会派勉強会「旅費」（札幌市）
	 　連合北海道政治学習会（札幌市）
12月10日　道議会予算特別委員会（知事総括）
12月11日　会派政策懇談会（札幌市）
12月13日　自治労八雲町職労退職者会定期総会（八雲町）
12月17日　自治労八雲町職労青年女性部「クリスマスパー

ティー」（八雲町）
12月18日　会派新年度予算中央要請（東京都）
12月20日　ハラスメント対策研修会（Web）
12月22日　ささだ浩連合後援会幹事会（八雲町）
12月23日　八雲地区連合第33回定期総会（八雲町）

■主催　ささだ浩連合後援会

北海道議会議員

連絡先／二海郡八雲町本町84番地　TEL（0137）62－3600

•と　き　2026年2月21日（土）　午後6時
•ところ　はぴあ八雲（八雲町本町１１０－１　TEL６８－２２２８）

•会　費　3,000円　※立食形式
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新春の集い


